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自主防災組織

連絡協議会

事務局

☎22-7105

延岡市ホームぺ－

ジに「自主防災組

織を考える」を掲

載しています。

「延岡市

自主防瓦版」

で検索してみてく

ださい。

結成しました

自主防災組織率

組織数

２７９組織

組織率
８５．９０％

令和５年１０月１日

現在

防災訓練は災害
時に役立ちます

【地震解錠ボックスを確認】 1

【低い姿勢で歩きます】

【一ヶ岡地区のみなさん】

中

島

町

区

防

災

訓

練

下
伊
形
町
区
防
災
訓
練

（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）

【消火訓練実施中】

【簡易テント組立】

【地震について説明を受ける】

下
伊
形
町
区
自
主
防
災
組
織
（
重
黒
木
實
行
会
長
）

は
、
令
和
六
年
四
月
十
四
日
（
日
）
下
伊
形
営
農
集
会

所
で
防
災
訓
練
（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）
を
行
い
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
防
災
推
進
員
か
ら
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

つ
い
て
の
説
明
を
受
け
た
の
ち
、
一
ヶ
岡
、
茶
屋
、
牟

田
及
び
西
方
地
区
の
４
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
始
し
ま
し
た
。

下
伊
形
町
の
良
い
と
こ
ろ
や
普
段
の
活
動
、
地
区
の

課
題
や
個
人
・
地
区
で
減
災
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
に

つ
い
て
意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。
「
津
波
避
難
場
所

ま
で
遠
い
」
「
住
民
が
親
切
・
仲
が
良
い
」
「
家
族
の

避
難
先
や
連
絡
方
法
を
決
め
て
お
く
」

な
ど
和
気
あ
い
あ
い
と
意
見
を
交
換
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
意
見
を

集
約
し
て
発
表
し
ま
し
た
。
「
川
が
近

い
の
で
津
波
が
心
配
」
「
山
と
川
が
あ

り
自
然
が
い
っ
ぱ
い
」
「
避
難
場
所
に

ト
イ
レ
や
備
蓄
倉
庫
が
必
要
」
「
耐
震

対
策
や
防
災
バ
ッ
ク
の
準
備
」
な
ど
地

区
の
特
性
や
課
題
を
含
め
た
発
表
と
な

り
ま
し
た
。

最
後
に
、
重
黒
木
会
長
か
ら
「
今
回

出
た
意
見
を
ま
と
め
て
、
地
区
防
災
計

画
に
組
み
込
み
、
早
期
に
完
成
さ
せ
た

い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
、
訓
練
を
終

了
し
ま
し
た
。

中
島
町
区
自
主
防
災
組
織
（
牧
野
英
治
会
長
）
は
、

令
和
六
年
四
月
二
十
八
日
（
日
）
中
島
街
区
公
園
で
防

災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
防
災
推
進
員
か
ら
能
登
半
島
地
震
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
倒
壊
し
た
家
屋
が
多
か
っ
た
理
由

や
建
物
倒
壊
に
よ
る
死
者
数
が
多
か
っ
た
こ
と
、
津
波

の
発
生
原
因
に
つ
い
て
話
を
聞
き
、
耐
震
対
策
や
避
難

の
必
要
性
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
避
難
場
所
で
は
ト
イ
レ
問
題
が
多
か
っ
た
と

聞
き
、
携
帯
ト
イ
レ
の
備
蓄
や
段
ボ
ー
ル
ト
イ
レ
・
組

み
立
て
式
簡
易
ト
イ
レ
も
準
備
し
て
お
く
と
安
心
だ
と

改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

次
に
、
簡
易
テ
ン
ト
の
組
み
立
て
を
行
い
ま
し
た
。

出

北

４

区

防

災

訓

練

出
北
４
区
（
板
井
敏
明
区
長
）
は
、
令
和
六
年
四
月

二
十
七
日
（
土
）
ひ
が
し
っ
こ
児
童
ク
ラ
ブ
で
防
災
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
防
災
推
進
員
か
ら
能
登
半
島
地
震
の
説

明
を
映
像
を
交
え
て
受
け
ま
し
た
。
地
震
で
揺
れ
て
い

る
時
は
、
歩
く
こ
と
も
立
っ
て
い
る
こ
と
も
困
難
な
状

況
を
目
の
当
た
り
に
し
、
身
を
守
る
行
動
や
耐
震
対
策

の
重
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
地
震
の
揺
れ
が
治

ま
っ
た
ら
津
波
に
備
え
、
す
ぐ
に
高
台
へ
避
難
す
る
こ

と
が
大
切
だ
と
説
明
を
受
け
「
避
難
場
所
や
避
難
経
路

を
確
認
し
て
早
期
に
避
難
訓
練
を
行
い
た
い
」
と
話
す

住
民
も
い
ま
し
た
。

次
に
、
水
消
火
器
に
よ
る
消
火
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。
初
め
て
消
火
器
を
操

作
す
る
人
が
多
く
手
順
を
確
認
し
な
が

ら
消
火
訓
練
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

最
後
に
、
東
小
学
校
の
津
波
避
難
場

所
や
地
震
解
錠
ボ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
、
訓
練
を
終
了
し
ま
し
た
。

【茶屋地区のみなさん】

【西方地区のみなさん】

【牟田地区のみなさん】

【上杉議員も参加しました】

【地区ごとに発表】

大
き
さ
が
３
ｍ×

６
ｍ
と
聞
き
「
大
き
く
て
簡
単
で
便

利
」
と
話
す
住
民
の
方
も
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
水
消
火
器
に
よ
る
消
火
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。
消
火
作
業
を
開
始
す
る
前
に
避
難
経
路
を
確
認
し

て
消
火
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

最
後
に
、
煙
体
験
ハ
ウ
ス
で
煙
中
歩
行
訓
練
を
行
い
、

煙
の
中
で
歩
く
難
し
さ
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
、
訓

練
を
終
了
し
ま
し
た
。



２

自主防災組織の育成と拡大の
ための出前講座

・内容：自主防災組織の必要性
と役割分担及び地域に合わせ
た防災教育や訓練等の指導
（講話・ビデオ・各種訓練・
防災グッズ作成等）

・会場：各地域( 公民館など )
防災研修センター

・申し込み先：消防本部
警防課 警防係
TEL２２－７１０５
FAX３１－０３０３

宮崎県防災士出前講座

・内容：宮崎県内のご希望の会
場に防災士を派遣し、体験学
習や講演を中心に防災・減災
についての講座を実施

・申し込み先：宮崎県防災士
ネットワーク

TEL０９８５－５５－０４７７
FAX０９８５－５５－０４６７ ２

下
祝
子
地
区
合
同
防
災
訓
練

【肌寒い中、多くの参加者】

６月 ２日（日）
・南一ヶ岡南区防災訓練
午前１０時～ 南一ヶ岡南公民館

・出北２区防災講話
午前１０時～ 出北公民館

６月 ９日（日）
・富美山２区防災訓練
午前１０時～ 旭中柔剣道場

・桜が丘１０区防災講話
午前１０時〜

桜ヶ丘第１街区公園

６月１５日（土）
・愛宕南区防災講話
午後１時３０分～愛宕南公民館

６月１６日（日）
・佐野ねむの木団地防災まち歩き
午前１０時～ 同団地周辺

・桜園１・４区、松馬場団地区、
中川原１・３区合同防災訓練

午前１０時〜 旭小学校

６月２３日（日）
・富美山西区防災講話
午前 ９時～ 富美山西区公民館

・下伊形防災訓練
午前 ９時～ 下伊形地区内

・富美山青葉台防災講話
午前１０時〜 青葉台公民館

６月２８日（金）
・大門北区防災講話
午後６時～ 大門北区公民館

６月３０日（日）
・うぐいす団地防災訓練
午前１０時〜西階うぐいす公民館

祝
子
１
区
（
竹
村
崇
司
会
長
）
、
祝
子
２
区
（
甲
斐

修
会
長
）
、
尾
崎
町
（
甲
斐
重
利
会
長
）
、
夏
田
区

（
夏
田
義
秀
会
長
）
の
各
自
主
防
災
組
織
は
、
令
和
六

年
三
月
十
七
日
（
日
）
に
祝
子
営
農
集
会
場
で
合
同
防

災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

竹
村
会
長
か
ら
「
下
祝
子
4
地
区
が
連
携
し
て
防
災

力
を
向
上
さ
せ
ま
し
ょ
う
」
と
の
挨
拶
後
、
防
災
推
進

員
よ
り
、
地
震
発
生
時
の
安
全
確
保
・
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
か
ら
下
祝
子
地
区
の
災
害
リ
ス
ク
や
延
岡
市
の
火
災

統
計
及
び
天
ぷ
ら
火
災
対
処
方
法
な
ど
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

初
期
消
火
訓
練
で
は
、
東
海
第
２
分
団
第
１
１
部

（
後
藤
大
樹
部
長
）
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
操
作

要
領
を
体
験
し
ま
し
た
。
「
実
際
に
体
験
で
き
た
の
は

良
か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
を
聞
け
ま
し
た
。

【消防団員によるサポート】

昭
和
町
２
丁
目
南
区
防
災
講
話

昭
和
町
２
丁
目
南
区
自
主
防
災
組
織
（
安
藤
宗
人

会
長
）
は
、
令
和
六
年
四
月
七
日

（
日
）
に
昭
和
第
２
団
地
集
会
場

で
総
会
終
了
後
に
防
災
講
話
を
行

い
ま
し
た
。

令
和
五
年
十
月
九
日
（
月
）
揺

れ
を
感
じ
な
い
中
で
の
津
波
注
意

報
が
発
令
さ
れ
た
こ
と
を
振
り
返

り
「
津
波
注
意
報
」
「
津
波
警
報
」

「
大
津
波
警
報
」
の
サ
イ
レ
ン
を

聴
き
比
べ
な
が
ら
情
報
収
集
手
段
や
周
囲
へ
の
避
難

呼
び
掛
け
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
か
ら
津
波
及
び
洪
水
時
の
浸
水

深
と
液
状
化
リ
ス
ク
に
つ
い
て
理
解
し
防
災
講
話
を

終
了
し
ま
し
た
。

【久しぶりの開催です】

本
小
路
２
区
・
天
神
小
路
防
災
講
話

富

美

山

北

区

防

災

講

話

本
小
路
２
区
・
天
神
小
路
自
主
防
災
組
織
（
中
村

精
男
会
長
）
は
、
令
和
六
年
三
月
十
七
日
（
日
）
に

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
で
防
災
講
話
を
行
い
ま
し
た
。

防
災
推
進
員
よ
り
最
近
頻
発
し
て
る
地
震
は
、
夜

間
に
多
く
発
生
し
て
る
事
か
ら
、
就
寝
時
に
身
を
守

り
安
全
か
つ
速
や
か
に
避
難
す
る
た
め
の
対
策
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
か
ら
本
小
路
２
区
・
天

神
小
路
エ
リ
ア
の
浸
水
リ
ス
ク
及
び
令
和
4
年
台
風

１
４
号
に
お
け
る
五
ヶ
瀬
川
の
水
位
の
状
況
か
ら
、

上
流
域
で
降
る
雨
量
に
よ
り
警
戒
レ
ベ
ル
が
高
く
な

る
事
や
地
球
温
暖
化
の
影
響
で
、
雨
の
降
り
方
が
変

わ
っ
て
き
て
る
事
な
ど
ス
ラ
イ
ド
を
通
し
て
理
解
し

ま
し
た
。

身
近
に
あ
る
日
用
品
等
で
準
備
す
る
非
常
用
持
出

袋
や
断
水
時
の
ト
イ
レ
使
用
方
法
を
段
ボ
ー
ル
ト
イ

レ
を
応
用
し
て
学
び
防
災
講
話
を
終
了
し
ま
し
た
。

富
美
山
北
区
自
主
防
災
組
織
（
山
本
民
子
会
長
）

は
、
令
和
六
年
四
月
十
四
日
（
日
）
に
山
月
公
民
館

で
総
会
終
了
後
に
防
災
講
話
を
行
い
ま
し
た
。

昭
和
３
６
年
頃
の
富
美
山
北
区
付
近
の
古
地
図
と

現
在
の
地
図
を
見
比
べ
た
後
、
防
災
推
進
員
か
ら
令

和
4
年
台
風
１
４
号
に
お
い
て
、
富
美
山
地
域
に
流

れ
込
む
水
の
エ
リ
ア
及
び
水
路
等
に
つ
い
て
確
認
し

ま
し
た
。

ま
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
か
ら
土
砂
災
害
へ
の
備
え

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
防
災
講
話
を
終
了
し
ま
し
た
。

【皆さん熱心に聞いてます】


